
建物の中に
外壁が⁉

来庁記念スタンプが設置されました！

　京都市役所は、訪れたことがない方が多いかもしれませんが、歴史的に価値のある建築や、伝統産業や最新技術が使わ
れた調度品など、見どころ満載の施設です。建物が新しくなっただけではなく、憩いの場として週末も気軽に訪れることが
できる開かれた空間として生まれ変わった京都市役所。今回はその魅力を紹介します！

京まなびぃニュースレター第42号  令和7年12月発行

京都市教育委員会事務局 生涯学習部 生涯学習推進担当
京都市中京区富小路通六角下る骨屋之町549（元生祥小学校）
TEL：075-251-0410　FAX：075-213-4650　メールアドレス：shogaigaku@edu.city.kyoto.jp　

●京都のまち全体をまなびやに●京都のまち全体をまなびやに

｢京まなびぃニュースレター」に
ついての問合せ先

みやこ

京都市役所がもっと身近に！～開かれた庁舎での新たな学び～

京都市生涯学習情報検索システム「京まなびネット」（https://miyakomanabi.jp/）
京まなびネットでは、京都市内で開催されるイベントや講座の情報を多数掲載しています！
自分にあったイベントや講座等を見つけ、新たな学びを始めてみませんか？

トップページの
バナー広告も
随時募集中！

　京都市役所の本庁舎は、約１００年前に建設され、まちのシンボルとして、国内
外から多くのお客様をお迎えし、また、市民の方から親しまれて、大切に使われて
きました。
　そんな市庁舎が抱えていた課題であった耐震性能の不足や、執務室の狭あい・
分散化及びこれに伴う民間ビル賃借等に係る多額の経費負担、バリアフリー化対
応等の様々な課題を解消し、市民の安心・安全なくらしを守る防災拠点であると同
時に、すべての人にやさしく、効率的・効果的な行政運営が可能な市庁舎として、
分庁舎、西庁舎、本庁舎及び北庁舎の一体的な整備を行いました。

　今年、国の登録有形文化財に登録された本庁舎、その本庁舎の
意匠を際立てる外観と京都市内産の木のぬくもりが共存する北庁
舎、和のテイストが感じられる分庁舎。それぞれの庁舎の特徴や“違
い”を探してみてください。

市庁舎の整備はなぜ行われたの？

新庁舎で  【京都市役所 　推しポイント】 をご紹介

紙面への感想をメールや
FAXでお寄せください。

　本庁舎１階にある漆塗りエレベーター扉は、伝統産業の技と最新
技術が合わさった漆が使われており、金の部分は使用済小型家電
から再生されたものです。美しさのみならず、巧みな技法と環境に
も配慮しています。

～過去と現在が融合する建築物～

　京都市では、９月から、市役所の一部オープンスペースを休日にも開放する取組を開始しました。本を読んだり、
勉強したり、仲間との話し合いの場に使ったりなど、自由に活用いただけます。
　本庁舎の屋上庭園も休日に開放しており、市内中心部では貴重な、緑豊かな場所です。また、祇園祭の山鉾巡行の
時期には、巡行の流れが見渡せる場所として、昨年度から抽選で市民の方等に鑑賞いただく企画も実施されており、
これまでなかった角度で観ることで、京都の伝統文化に新たな学びが得られる場所としても大変好評です。

　京都市が策定している「新京都戦略」では、「ひらく（開・拓）」の視点を重視しており、公共
空間を活用しやすくすることは、地域人材の「出番」を作り、交流や学びを京都市民の「居場所」
へと発展させることにつながると考えています。
　重厚な外観から、「市役所に近づきにくい」「入ったことがない」という方でも、休日開放が
始まったことで、より利用しやすくなりました。お近くにお越しの際は是非お立ち寄りください。

（庁舎管理課　TEL：222-3046）

　皆様からの要望のお声などを受け、休日開放
の開始を機に、来庁記念スタンプが設置されま
した。繊細に描かれた市庁舎のスタンプを、
是非ご利用ください。

　「新京都戦略」とは、京都市が
令和９年度までに取り組む政策や、
政策を推進するためのしごとの仕
方改革、財政・組織体制の今後の
方針を示すものです。京都市の生涯学習施策の基本方針に
も位置付けています。（第37期第１回京都市社会教育委員
会議において決定。）

開放時間や場所など
詳しくはこちら

ところで、「新京都戦略」ってなんなん？　

目指すまちの姿は、
すべての人に「居場所」と「出番」がある

「突き抜ける世界都市 京都」
全体の内容はＨＰをご覧ください。

さらに市民に開かれた庁舎へ
令和７年９月開始！「市庁舎の休日開放」「市庁舎の休日開放」

推しポイント❶ ～京都の伝統と最新の技術を知る～推しポイント❷

　豊かな緑に囲まれた屋上庭園でひとやすみ。観光や散策の休憩
に、どうぞお立ち寄りください。

　創建当時の姿に復元された正庁の間は、審議会や式典の交流の
場として、また、国内外からの来賓等の歓迎行事等で使用されてい
ます。普段は一般公開されていませんが、イベント等で期間限定で
公開されることもあります。

～街中の癒し～推しポイント❸ ～正庁の間～推しポイント❹
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お茶席として活用
されることも… みやこ

HPはこちら→

●大人も子どもも学び育つまちづくり●大人も子どもも学び育つまちづくり

職員が自作した
看板がご案内
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